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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物医学的センサであって、
　ａ）皮膚に面する表面と、反対側の表面とを有するセンサ本体と、
　ｂ）前記皮膚に面する表面上に少なくとも部分的に配設された複数の伝導素子と、
　ｃ）前記伝導素子に接続され、それにより前記伝導素子を使用して、前記皮膚に面する
表面に面する身体の生理学的パラメータを表す信号を検出する感知素子と、
　ｄ）前記皮膚に面する表面から離間した指示器と、
　ｅ）生理学的モデルを記憶する記憶デバイスと、
　ｆ）前記感知素子、前記指示器、及び前記記憶デバイスに結合され、それにより前記信
号を記憶されている生理学的モデルと比較することによってセンサ位置の質を決定し、前
記指示器を動作させて、決定された質の、ヒトが知覚可能な指示を提供するプロセッサと
、を備え、
　前記比較が、検出された生理学的パラメータが記憶されている生理学的モデルに対応す
ることを示す場合、前記プロセッサが、前記信号を使用して、前記記憶されている生理学
的モデルを更新するように更に構成されている、生物医学的センサ。
【請求項２】
　前記指示器が、別々に起動可能な複数の視覚的指示器を含み、前記プロセッサが、選択
された数の前記視覚的指示器を起動して、前記ヒトが知覚可能な指示を提供するように構
成され、前記選択された数が、前記決定された質と相関する、請求項１に記載のセンサ。
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【請求項３】
　前記プロセッサが、前記信号が前記生理学的パラメータの不在又は検出失敗に対応する
場合、前記視覚的指示器のいずれも起動せず、前記信号が前記生理学的モデルと一致しな
い場合、選択された第１の正の数の前記視覚的指示器を起動し、前記信号が前記生理学的
モデルと一致する場合、選択された第２の正の数の前記視覚的指示器を起動するように構
成され、前記選択された第２の正の数が、前記選択された第１の正の数よりも大きい、請
求項２に記載のセンサ。
【請求項４】
　前記生理学的パラメータが、血圧、脈拍数、脈波、皮膚コンダクタンス、皮膚電気反応
、温度、心電図信号、血糖濃度、脳波信号、筋電図信号、心拍変動、又はこれらの組み合
わせからなる群から選択される、請求項１に記載のセンサ。
【請求項５】
　運動センサと、身体上の選択された位置に対応する運動モデルを記憶する記憶デバイス
とを更に含み、前記プロセッサが、前記運動センサからの運動データを記録し、記録され
た運動データを記憶されている運動モデルと比較し、前記比較の結果の、ヒトが知覚可能
な指示を提供するように更に構成されている、請求項１に記載のセンサ。
【請求項６】
　前記プロセッサが、前記記録された運動データが前記記憶されている運動モデルに対応
しない場合、前記選択された位置の、ヒトが知覚可能な指示を提供するように構成されて
いる、請求項５に記載のセンサ。
【請求項７】
　ユーザの生理学的パラメータを測定するために、センサの最適配置を決定する方法であ
って、
　センサを使用して、身体の生理学的パラメータを複数回測定して、それぞれの測定値を
提供する校正工程と、
　プロセッサを使用して、前記それぞれの測定値を使用して測定許容基準を自動的に計算
する工程と、
　前記センサを使用して、身体の生理学的パラメータを測定して試験測定値を提供する試
験工程と、
　前記試験測定値が前記計算する工程から得られた前記測定許容基準に対応するか否かを
自動的に決定する工程と、
　前記センサの指示器を自動的に動作させて、前記決定する工程の結果の、ヒトが知覚可
能な指示を提供する工程と、を含み、
　前記校正工程が、前記ユーザが特定の行動を行うべきであるという指示を、ユーザイン
ターフェースを介して提示し、前記ユーザが前記行動を行う間、前記生理学的パラメータ
を測定することを含む、方法。
【請求項８】
　前記動作させることが、前記試験測定値が前記計算する工程から得られた前記測定許容
基準に対応しない場合、前記センサを、選択された期間、停止することを含む、請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　前記指示器が、別々に起動可能な複数の視覚的指示器を含み、前記動作させることが、
選択された数の前記視覚的指示器を起動して、前記ヒトが知覚可能な指示を提供すること
を含み、前記選択された数が、前記決定する工程の結果と相関する、請求項７に記載の方
法。
【請求項１０】
　ユーザインターフェースを介して、身体上のセンサ部位の指示を提示する工程と、
　指示されたセンサ部位に対応する生理学的モデルを記憶デバイスから検索する工程と、
　前記センサを使用して、身体の生理学的パラメータを測定する工程と、
　測定された生理学的パラメータを、検索された生理学的モデルと自動的に比較する工程
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と、
　前記指示器を自動的に動作させて前記比較する工程の結果の、ヒトが知覚可能な指示を
提供する第２の動作工程と、を更に含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記測定された生理学的パラメータが、前記検索された生理学的モデルに対応しない場
合、
　身体上の第２のセンサ部位を自動的に決定する推薦工程を実行することと、
　前記第２のセンサ部位を使用して、前記指示の提示、検索、測定、及び比較工程、並び
に前記第２の動作工程を反復することと、を更に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザインターフェースを介して、身体のそれぞれの領域内のセンサ配置のそれぞ
れの評価の１つ又は２つ以上のユーザ指示を受信することと、受信したユーザ指示を記憶
デバイス内に記憶することと、を更に含み、前記推薦工程が、記憶されたユーザ指示を使
用して、前記第２のセンサ部位を決定することを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザの医学的状態の指示を受信することと、
前記指示を記憶デバイス内に記憶することと、を更に含み、前記推薦工程が、記憶された
指示を使用して、前記第２のセンサ部位を決定することを含む、請求項１１に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（優先権）
　本国際特許出願は、パリ条約及び米国特許法第１１９条の下で、２０１３年１２月３１
日に出願された先の出願である米国仮特許出願第６１／９２２，０９７号の優先権による
利益を主張し、この先の出願は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本願は、一般に、ユーザの身体の生物学的特性を監視するための電子システムの分野に
関し、より詳細には、医療監視システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　患者の１つ又は２つ以上の生理学的特性又はパラメータを評価するのに、様々なタイプ
のセンサを使用することは周知である。例えば、光学パルスオキシメトリーセンサ（opti
cal pulse oximetry sensor）は、患者の血液中の酸素飽和度（ＳｐＯ２）を測定する。
一般に、発光ダイオード（ＬＥＤ）が、数個の異なる波長、例えば可視及び赤外線の光放
射を、例えば手首又は指などの、患者の身体の所定の部分の血液及び組織を通して伝送す
る。光が身体を通過した後、光検出器が該光を検出する。異なる光の波長は、血液中の酸
素含量に基づいて互いに異なるように吸収されるため、各波長における光減衰を検出する
ことにより、酸素飽和度を決定することができる。別の例では、心電図（ＥＣＧ又はＥＫ
Ｇ）電極は略平面状の電極であり、これらはワイヤによってＥＣＧユニットに接続され、
ＥＣＧユニットは、異なる電極対の間の電圧を測定して患者の心臓を監視する。一般に、
センサは、測定される特定の身体部分に関連して正しく配置される必要がある。例えば、
光学パルスオキシメトリーセンサは、送信機から検出器への光路が血管と交差するように
配置される必要がある。同様に、ＥＣＧセンサは、皮膚全域で有効な電気接触を提供する
身体部分上に配置される必要がある（例えば、相当の量の毛の上部ではなく）。
【０００４】
　センサは、異なる形態で構成されて、患者の身体の異なる部分への取り付けを可能にす
る。例えば、光学オキシメトリーセンサは、組織を透過した光、又は組織により反射され
た光を検出することにより動作し得る。透過モードセンサは、指及び身体の他の狭い部分
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に有用である。反射モードセンサは、身体のより厚い部分、例えば額又は胴に有用である
。更に、センサは、一般に、それらの意図される用途に対して校正される。例えば、光セ
ンサは、それらの意図される用途が透過型センサとしてか、又は反射型センサとしてかに
応じて設計及び校正され、エミッタと検出器との間の特定の間隔、又は間隔の範囲に関し
て校正されるであろう。したがって、例えば一方が指先上での使用に意図され、他方が耳
たぶ上での使用に意図される、２つの透過型センサでさえも、一般に、異なる校正を有す
るであろう。透過型センサと反射型センサとの間の校正の相違は、一般により大きい。
【０００５】
　センサは、上述したように身体上の特定の位置用に設計されている。この特異性を考え
ると、医療供給者がセンサを正しく適用することは困難であり得る。この状況は、例えば
外来患者又は在宅医療の状況において、患者がセンサを患者自身に適切に適用する必要が
ある場合に悪化する。例えば、指先上での使用に意図され、通常、指先上又は指先の周囲
に巻き付けられるバンデージ－タイプの透過型センサは、解かれて、反射型センサのよう
な構成で患者の身体の他の部分に適用される場合がある。しかしながら、そのような状況
では、センサの配置と測定方法が、意図されたものとは異なるのみではく、エミッタと検
出器との間の間隔もまたセンサに意図されたものとは相当異なる。したがって、誤用され
たセンサは、患者に関する正確な読み取り値を与えないであろう。センサの他の誤用には
、位置的には正しいが、最適な測定には適さない部位上の配置が挙げられる。この状況は
、例えば部位の物理的特性が、例えば汗、毛、又は皮下脂肪の位置に起因して、信頼でき
る測定値を提供するには不十分な場合に存在し得る。例えば、人差し指に対して校正され
たオキシメーターがどちらの指での使用にも意図され得る場合でも、患者の２つの人差し
指の間の相違により、オキシメーターは、これらの指の一方でのみ有効に使用することが
可能であり得る。更に、ユーザ又はヘルスケア提供者は、無意識に又は不注意に、生理学
的センサの全体又は一部を、衣服物品上に位置付ける場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　したがって、一実施形態では、生物医学的センサが考案された。生物医学的センサは、
以下の構成要素、
　ａ）皮膚に面する表面と、その反対側の表面とを有するセンサ本体と、
　ｂ）皮膚に面する表面上に少なくとも部分的に配設された複数の伝導素子と、
　ｃ）伝導素子に接続され、それにより該伝導素子を使用して、皮膚に面する表面に面す
る身体の生理学的パラメータを表す信号を検出する感知素子と、
　ｄ）皮膚に面する表面から離間した指示器と、
　ｅ）生理学的モデルを記憶する記憶デバイスと、
　ｆ）感知素子、指示器、及び記憶デバイスに結合され、それにより、信号を記憶されて
いる生理学的モデルと比較することによってセンサ配置の質を決定し、指示器を動作させ
て、決定された質の、ヒトが知覚可能な指示を提供するプロセッサと、を含むことができ
る。
【０００７】
　別の実施形態において、ユーザの生理学的パラメータを測定するために、ユーザの身体
上のセンサの最適配置を決定する方法が提供される。本方法は、
　センサを使用して、身体の生理学的パラメータを複数回測定して、それぞれの測定値を
提供する校正工程と、
　プロセッサを使用して、該それぞれの測定値を使用して測定許容基準を自動的に計算す
ることと、
　センサを使用して、身体の生理学的パラメータを測定して試験測定値を提供する試験工
程と、
　試験測定値が計算工程から得られた測定許容基準に対応するか否かを自動的に決定する
ことと、
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　センサの指示器を自動的に動作させて、決定工程の結果の、ヒトが知覚可能な指示を提
供することと、により達成することができる。
【０００８】
　別の実施形態において、ユーザの生理学的パラメータを測定するために、ユーザの身体
上のセンサの最適配置を決定するシステムが提供される。本システムは、以下の構成要素
、
　ａ）生理学的パラメータを測定するように構成された感知素子を有し、また測定値を通
信するように構成された第１のトランシーバーを有するセンサと、
　ｂ）第１のトランシーバーから測定値を受信するように構成された第２のトランシーバ
ーを含むユーザインターフェースデバイスと、
　ｃ）ユーザインターフェースデバイスと関連付けられ、かつ、受信した測定値を使用し
て、受信した測定値に対応する時間における身体上のセンサ位置が、選択された許容基準
を満たすか否かを自動的に決定し、満たさない場合、ユーザインターフェースデバイスを
介してセンサ位置フィードバックをユーザに提示するように構成された、プロセッサと、
を含むことができる。
【０００９】
　本発明の例示であるこれらの実施形態のそれぞれは、センサ位置付けに関する改善され
たフィードバックを提供することができる。様々な実施形態は、センサを正確に位置付け
る方法をユーザ及び在宅医療提供者に有利に提供する。様々な実施形態は、センサ読み取
りを妨げ得る状態の検出を提供する。
【００１０】
　したがって、先に記載した実施形態のいずれにおいても、次の特徴を、既に開示した実
施形態と様々に組み合わせて用いることができる。例えば、生物医学的センサは、別々に
起動可能な複数の視覚的指示器を有する指示器を含んでもよく、プロセッサは、選択され
た数の視覚的指示器を起動して、ヒトが知覚可能な指示を提供するように構成され、該選
択された数は、決定された質と相関する。プロセッサは、信号が生理学的パラメータの不
在又は検出失敗に対応する場合、視覚的指示器のいずれも起動せず、信号が生理学的モデ
ルと一致しない場合、選択された第１の正の数の視覚的指示器を起動し、信号が生理学的
モデルと一致する場合、選択された第２の正の数の視覚的指示器を起動するように構成さ
れてもよく、該選択された第２の正の数は、該選択された第１の正の数よりも大きい。生
理学的パラメータは、血圧、脈拍数、皮膚コンダクタンス、皮膚電気反応、温度、心電図
信号、血糖濃度、及び心拍変動からなる群から選択されてもよい。センサは、運動センサ
と、身体上の選択された位置に対応する運動モデルを記憶する記憶デバイスとを含んでも
よく、プロセッサは、運動センサからの運動データを記録し、記録された運動データを記
憶されている運動モデルと比較し、比較の結果の、ヒトが知覚可能な指示を提供するよう
に更に構成されている。プロセッサは、記録された運動データが、記憶されている運動モ
デルに対応しない場合、該選択された位置の、ヒトが知覚可能な指示を提供するように構
成されてもよい。プロセッサは、該比較が該検出された生理学的パラメータが該記憶され
ている生理学的モデルに対応することを示す場合、信号を使用して、該記憶されている生
理学的モデルを更新するように更に構成されてもよい。
【００１１】
　様々な例において、本方法は、校正工程が、ユーザが特定の行動を行うべきであるとい
う指示を、ユーザインターフェースを介して提示し、ユーザが該行動を行う間、生理学的
パラメータを測定することを含み得ることを含んでもよい。動作工程は、試験測定値が計
算工程から得られた測定許容基準に対応しない場合、センサを、選択された期間、停止す
ることを含んでもよい。指示器は、別々に起動可能な複数の視覚的指示器を含んでもよく
、動作工程は、選択された数の視覚的指示器を起動して、ヒトが知覚可能な指示を提供す
ることを含んでもよく、該選択された数は、決定工程の結果と相関する。本方法は、ユー
ザインターフェースを介して、身体上のセンサ部位の指示を提示することと、指示された
センサ部位に対応する生理学的モデルを記憶デバイスから検索することと、センサを使用
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して、身体の生理学的パラメータを測定することと、測定された生理学的パラメータを、
検索された生理学的モデルと自動的に比較することと、指示器を自動的に動作させて、比
較工程の結果の、ヒトが知覚可能な指示を提供する第２の動作工程と、を含んでもよい。
本方法は、測定された生理学的パラメータが検索された生理学的モデルに対応しない場合
、身体上の第２のセンサ部位を自動的に決定する推薦工程を実行することと、第２のセン
サ部位を使用して、指示の提示、検索、測定、及び比較工程、並びに第２の動作工程を反
復することと、を含んでもよい。本方法は、ユーザインターフェースを介して、身体のそ
れぞれの領域（複数可）内のセンサ配置（複数可）のそれぞれの評価（複数可）の１つ又
は２つ以上のユーザ指示（複数可）を受信することと、受信したユーザ指示（複数可）を
記憶デバイス内に記憶することと、を含んでもよく、推薦工程は、記憶されたユーザ指示
（複数可）を使用して第２のセンサ部位を決定することを含む。本方法は、ユーザインタ
ーフェースを介して、ユーザの医学的状態の指示を受信することと、該指示を記憶デバイ
ス内に記憶することと、を含んでもよく、推薦工程は、記憶された指示を使用して第２の
センサ部位を決定することを含む。
【００１２】
　本システムは、センサから分離したユーザインターフェースデバイスと、無線周波通信
トランシーバーを含む第１及び第２のトランシーバーとを含んでもよい。ユーザインター
フェースデバイスは、センサ位置フィードバックを提示するように構成されたタッチスク
リーンを含んでもよい。プロセッサは、第１及び第２のトランシーバーを介して、センサ
から複数の測定値を受信し、ユーザインターフェースデバイスを介して、該複数の測定値
のそれぞれに関するそれぞれのセンサ位置フィードバックを同時に提示するように構成さ
れてもよい。本システムは、選択された許容基準を表すデータを記憶するように構成され
た記憶デバイスを含んでもよい。
【００１３】
　前述した本開示の態様において、校正、計算、試験、決定、動作、提示、検索、測定、
比較、動作（第２の動作工程）、推薦、反復、又は指示の受信の工程（場合によっては等
式と併せて）は、電子回路又はプロセッサにより実行されてもよい。これらの工程は、コ
ンピュータ可読媒体上に記憶されている実行可能命令として実装されてもよく、この命令
は、コンピュータにより実行された場合、前述した方法の任意の１つの工程を実行し得る
。
【００１４】
　本開示の更なる態様では、コンピュータ可読媒体が存在し、各媒体は実行可能命令を含
み、該命令は、コンピュータにより実行された場合、前述した方法の任意の１つの工程を
実行し得る。
【００１５】
　本開示の更なる態様において、センサ又はスマートフォン又は他のユーザインターフェ
ースデバイスなどのデバイスが存在し、それぞれは、前述した方法のうちの任意の１つの
工程を実行するように構成された電子回路又はプロセッサを含む。
【００１６】
　これら及び他の実施形態、特徴及び利点は、以下に述べる本発明の異なる例示的実施形
態のより詳細な説明を、はじめに下記に簡単に述べる添付の図面と併せて参照することに
よって当業者にとって明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本明細書中に組み込まれ本明細書の一部をなす添付の図面は、本発明の好適な実施形態
を例解したものであって、上に述べた一般的説明及び以下に述べる詳細な説明と共に、本
発明の特徴を説明する役割を果たすものである。明確化のために、本明細書における同様
の参照番号は同様の要素を表す。
【図１】バイオセンサなどのセンサが配置され得る例示的な位置を示す、患者の図的表現
である。
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【図２Ａ】それぞれ、様々な実施形態によるバイオセンサの構成要素を示す、例示的なバ
イオセンサの斜視図、背面図、及び正面図である。
【図２Ｂ】それぞれ、様々な実施形態によるバイオセンサの構成要素を示す、例示的なバ
イオセンサの斜視図、背面図、及び正面図である。
【図２Ｃ】それぞれ、様々な実施形態によるバイオセンサの構成要素を示す、例示的なバ
イオセンサの斜視図、背面図、及び正面図である。
【図３】例示的な指示器及び関連する構成要素の図表である。
【図４】ユーザの身体の生理学的パラメータを測定するための例示的な方法を示すフロー
チャートである。
【図５】ユーザの身体の生理学的パラメータを測定するための例示的な方法を示すフロー
チャートである。
【図６】ユーザの生理学的パラメータを測定するためのセンサの最適配置を決定する、例
示的なシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下の詳細な説明は、図面を参照しつつ読まれるべきもので、異なる図面における同様
の要素には同一の番号が付けられている。図面は必ずしも原寸に比例しておらず、選択さ
れた実施形態を示したものであり、本発明又は添付の特許請求の範囲を限定するものでは
ない。
【００１９】
　本明細書で使用する場合、任意の数値又は数値の範囲についての「約」又は「およそ」
という用語は、構成要素の部分又は構成要素の集合が、本明細書で述べる意図された目的
に沿って機能することを可能とするような好適な寸法の許容範囲を示すものである。より
具体的には、「約」又は「およそ」という用語は、記載される値の少なくとも±１０％で
ない値の範囲を示し得、例えば、「約９０％」は、８１％～９９％の値の範囲を示し得る
。本明細書で使用する語句「電気信号」又は「信号」は、直流信号、交流信号、又は電磁
スペクトル内の任意の信号を含むことが意図される。「プロセッサ」、「マイクロプロセ
ッサ」、及び「マイクロコントローラ」という用語は、同じ意味を有することが意図され
、互換的に使用されることが意図される。本開示全体において、「患者」及び「対象」と
いう用語は、互換的に使用される。これらの用語は、任意のヒト又は動物対象を指し、ヒ
ト患者における本発明の使用が好ましい実施形態ではあるが、システム又は方法をヒトへ
の使用に制限することは意図されない。更に、本開示では、「ユーザ」という用語は、バ
イオセンサを使用している患者、又はかかるデバイスを使用している別の人（例えば、親
若しくは保護者、看護職員、在宅医療従事者、又は他の介護者）を指し得る。「ヘルスケ
ア提供者」又は「ＨＣＰ」という用語は、概して、医師、看護師、及び患者にヘルスケア
サービスを提供する患者以外の個人を指す。
【００２０】
　本明細書に記載される様々な実施形態は、広範囲かつ複雑なセンサ配置プロセスを有す
ることなく、生理学的センサデータの測定のためにセンサを位置付けることを有利に可能
にする。それにより、より一貫した、より信頼できるセンサデータの測定が可能となり、
ひいては、システムに寄せ得るユーザの信頼の認識を改善することができる。本明細書で
使用するとき、「センサ」という用語は、患者の生理学的データを得るためのバイオセン
サを含む、様々なタイプのセンサを指す。
【００２１】
　図１は、生理学的パラメータデータを得るために、バイオセンサなどのセンサが配置さ
れ得る例示的な位置を示す、患者の身体１００の図的表現である。位置１０１、１０２、
１０３、１０４、１０５、１０６、及び１０７は、単に、バイオセンサに有用な様々な位
置のうちの数個である。例えば、バイオセンサはまた、こめかみ、耳たぶ、腋窩部、指先
若しくは足上に、又はこれらの付近に位置付けられてもよい。図示するように、位置１０
１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、及び１０７のそれぞれの周りに、身体の
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かなりの範囲が存在する。このことは、特に、センサが身体から除去され、身体上の同一
の位置に再配置する必要がある場合、患者がセンサを位置１０１、１０２、１０３、１０
４、１０５、１０６、１０７、１０１，１０２，１０３，１０４，１０５，１０６，１０
７，のうちの１つに正しく位置付けることを困難にし得る。
【００２２】
　位置１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、及び１０７のそれぞれは、セ
ンサ（例えば生理学的パラメータ）測定値が取得され得る、身体上のそれぞれの領域に対
応する。領域の大きさは、センサのタイプと、身体上の位置とに依存する。例えば、舌下
などの口腔内検査の場合、センサ位置は、選択された基準点に関連して任意の方向に±５
ｍｍであり得る。心拍数及びＥＣＧセンサなどの他のバイオセンサは、選択された基準点
（例えば位置１０２）から１０ｍｍ以内に位置付けられ得る。運動又は活動を測定するた
めのもの（例えば加速度計）などの尚も別のセンサは、選択された基準点から５０ｍｍ以
内に位置付けられ得る。
【００２３】
　図２Ａは、身体１００（点線で示す）上に配置されて、その生理学的特性（例えば、電
位又は酸素飽和度）を感知する例示的なセンサ２００の斜視図である。この特定の例では
、センサ（同意語として「バイオセンサ」とも称される）２００は、図１によれば位置１
０６として特定される手首位置上に配置されている。図示するセンサ２００の大きさは、
目立った特徴を明らかに示すよう提供されている。その目的で、図２Ａは必ずしも原寸に
比例して描写されておらず、大きさ又は寸法目的で依存するべきではない。この例示的な
実施形態によれば、センサ本体２１０は、皮膚に面する表面２２０と、医療供給者（図示
せず）が目視できるその反対側の表面２２５とにより画成されている。皮膚に面する表面
２２０は身体１００上に配置され、複数の伝導素子、例えばセンサ接点２３０が、皮膚に
面する表面２２０上に少なくとも部分的に、互いに離間した関係で配設されている。「皮
膚に面する」という用語は、対象の身体に面する表面を指す。例えば、口内又は眼上で使
用されるセンサは、それぞれ、表皮ではなく粘膜及び角膜に面する、皮膚に面する表面２
２０を有し得る。この実施形態の目的のために、センサ接点２３０は伝導素子を形成し、
該素子を通して生理学的特性が感知される。本明細書に定義される伝導の方法は、センサ
接点２３０が光エネルギー、電気エネルギー、熱、又はエネルギーの他の物理的特性若し
くは形態に対して伝導性であり得るように、多数の形態をとり得る。本開示の全体を通し
て、センサ２００を使用して取得した測定値は、記憶することができ、また例えば測定タ
イムスタンプ、測定デバイスに関する情報（例えば、センサ２００のシリアルナンバー）
、又は測定時の身体１００の周りの環境条件に関する情報と関連付けて記憶することがで
きる。センサ２００は、任意の好適なサイズ、例えば血圧カフサイズ又は指先サイズであ
ってもよい。
【００２４】
　図２Ｂは、例示的なセンサ２００の背面図である。感知素子２３５は、離間したセンサ
接点２３０の組に接続されている。この特定のバージョンによれば、合計４つのセンサ接
点が、センサ２００の皮膚に面する表面に沿って離間した関係で示され、感知素子２３５
は、様々なセンサ接点２３０の間に配設され、また皮膚に面する表面２２０の実質的に中
心に配設されている。しかしながら、この数及び位置付けは、用途と、測定又は監視され
ている生理学的パラメータ又は他のパラメータとに応じて適宜変更されてもよい。感知素
子２３５は、周囲のセンサ接点２３０を使用して、皮膚に面する表面２２０に面する図２
Ａの身体１００の生理学的パラメータを表す信号を検出するように構成されている。接着
剤層２７０を、皮膚に面する表面２２０上に被覆し、又は皮膚に面する表面２２０に別様
に貼付して、少なくも一時的にセンサ２００を身体１００に保持してもよい。接着剤層２
７０は伝導性接着剤を含んで、センサ２００を身体１００に貼付し、センサ接点２３０が
身体１００に効果的に接触することを可能にし得る。代替的に、センサ２００は、装着式
の時計、リストバンド、リングバンド、又は他の着用物（garment）内に一体化されても
よい。センサ接点２３０は、身体１００と感知素子２３５との間に任意の所望のタイプの
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エネルギー、例えば熱、電気、光、又は音響エネルギーを伝達し得る。少なくとも１つの
実施形態では、感知素子２３５は、センサ接点２３０との接続を有することなく生理学的
特性を検出する。例えば、感知素子２３５は、加速度計を含んで身体の運動を測定し得る
。
【００２５】
　尚も図２Ａを参照すると、本明細書に記載されるセンサ２００は更に、ＢＬＵＥＴＯＯ
ＴＨ（登録商標）無線機２６０（ここでは点線で示される）などの無線デバイスを保持す
る。後の部分に述べるように、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）無線機２６０の代わりに
他のタイプの無線（radio）又は有線又は無線（wireless）トランシーバーが、代替的に
使用されてもよい。センサ２００により測定される生理学的パラメータは、血圧、脈拍数
、脈波、皮膚コンダクタンス、皮膚電気反応、温度、心電図信号、脳波信号、筋電図信号
、心拍変動、呼吸、又は他のパラメータであり得るがこれらに限定されない。加えて、生
理学的パラメータはまた、例えば侵襲的若しくは非侵襲的な持続血糖モニターを使用して
、又は一時的血糖測定器を使用して測定される血糖濃度であってもよい。
【００２６】
　図２Ｃは、例示的な生物医学的センサ２００の正面図である。指示器２４０は、図２Ａ
の皮膚に面する表面２２０から離間されている。別の例では、指示器は、センサ２００に
不在であるか、又は皮膚に面する表面２２０上に配置されている。図示した例示的な実施
形態では、指示器は表面２２５に取り付けられ、皮膚に面する表面２２０の反対側にある
。指示器２４０は、スピーカ２４１、ＬＥＤ（例えば、赤色ＬＥＤ　２４２又は緑色ＬＥ
Ｄ　２４３）及びセグメントディスプレー２５０のうちの１つ又は２つ以上を含み得る。
指示器２４０は加えて、又は代替的に、センサ本体２１０内部に振動又は光若しくは音声
放出素子を含んでもよい。例えば、センサ本体２１０内部の光は、センサ２００の反対側
の表面２２５上に提供されている窓（図示せず）を通して光を放出してもよい。指示器を
使用して、センサ２００が正しく位置付けられているか否かを指示することができる。正
しいセンサ位置付けの様々な指示の例には、緑色ＬＥＤ　２４３からの照明、スピーカ２
４１からの心地よい可聴音、及び強い（又は弱い若しくは不在の）振動信号を挙げること
ができる。同様に、正しくないセンサ位置付けの様々な例には、赤色ＬＥＤ　２４２によ
る照明、スピーカ２４１からの不快な可聴音、及び弱い（又は強い）振動信号を挙げるこ
とができる。
【００２７】
　この例示的な実施形態によれば、センサ２００内に提供されている記憶デバイス２８４
は、生理学的モデルを記憶する。代替的に、また別の実施形態に述べるように、記憶デバ
イスはまた、センサから分離され、該センサと結合されてもよい。同様にセンサ２００内
に保持されているプロセッサ２８６は、図２Ｂの感知素子２３５、指示器２４０及び記憶
デバイス２８４に結合されている。プロセッサ２８６は、例えば、下記に述べるように、
記憶されているプログラム命令を実行することにより、図２Ａの身体１００の生理学的パ
ラメータを代表する信号を、記憶されている生理学的モデルと比較し、それによりセンサ
配置の質を決定する。次いで、プロセッサ２８６は指示器２４０を動作させて、決定され
た質の、ヒトが知覚可能な指示を提供する。このようにして、センサ２００は、センサ２
００の位置付けに関するユーザフィードバックを提供することができる。
【００２８】
　患者の身体は、例えば加齢に起因して、時間と共に生理学的に変化することが一般に認
められている。様々な実施形態において、プロセッサ２８６は、比較が、検出された生理
学的パラメータが記憶されている生理学的モデルに対応することを示す場合、図２Ｂのセ
ンサ素子２３５により提供された代表的信号を使用して、記憶されている生理学的モデル
を更新するように更に構成されている。このようにして、記憶されている生理学的モデル
は、更新されて、穏やかな変化又は長期間の傾向に追従し、偽陰性（正しく配置されてい
るセンサが正しく配置されていないとの指示）の発生を低減し、尚もかつ、正しくないセ
ンサ配置を検出するモデルの有用性を維持することができる。
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【００２９】
　いくつかの一般的なセンサ配置の誤りは、身体１００の生理学的パラメータを表す信号
以外のデータを使用して検出されてもよい。例えば、特定のセンサは、一日中着用される
ように設計されている。日常活動の過程では、対象の腕上に配設されたセンサは、脚又は
胴上に配設されたセンサとは非常に異なる方法で移動する傾向があるであろう。即ち、胴
上のセンサは、典型的には、任意の所定の時間に垂直又は水平方向に移動する傾向があり
、また概して一方向に移動する傾向があるであろう。しかしながら、手上に配設されたセ
ンサは、狭い範囲内に留まる傾向があるか、又は、方向的傾向に重ねられた振動運動を経
験する傾向があるであろう（例えば、ウォーキング中）。これらの相違を有する運動デー
タを使用して、センサ配置を決定することができる。
【００３０】
　尚も図２Ｃを参照すると、本明細書に記載されるセンサ２００は、１軸、２軸、又は３
軸加速度計などの運動センサ２９０（点線で示される）を更に含む。記憶デバイス２８４
は、身体１００上の選択された位置、例えば全て図１の位置１０１、１０２、１０３、１
０４、１０５、１０６、又は１０７の１つに対応する運動モデルを更に記憶してもよい。
プロセッサ２８６は、運動センサ２９０からの運動データを記録し、記録された運動デー
タを記憶されている運動モデルと比較した後、比較の結果の、ヒトが知覚可能な指示を提
供するように更に構成されている。この後者の指示は、本明細書に述べたように、指示器
２４０を使用して提供され得る。本明細書に記載される目的のために、記憶デバイス２８
４は、身体の異なる位置に対応する多数の運動モデルを記憶することができ、プロセッサ
２８６は、運動データを該モデルの１つ又は２つ以上と比較して、どのモデル（したがっ
てどの位置）が運動データに最も近いかを決定することができる。
【００３１】
　これらの態様のいくつかでは、プロセッサ２８６は、記録された運動データが記憶され
ている運動モデルに対応しない場合、選択された位置の、ヒトが知覚可能な指示を提供す
るように更に構成されている。この指示は、例えば下記に述べるユーザインターフェース
デバイス６４０を介して提供されてもよい。この指示はまた、例えばディスプレーを使用
するなどして、センサ２００上の矢印（図示せず）を使用して提供されて、ユーザがセン
サ２００を、選択された（例えば、好ましい）位置に到達させるために移動させるべき方
向を示してもよい。
【００３２】
　図３は、例示的な指示器２４０及び関連するセンサ構成要素の図表である。図示した指
示器２４０は、セグメント３５１、３５２、３５３、３５４、及び３５５を有するセグメ
ントディスプレー２５０を含む。この例では、セグメント３５１、３５２、３５３、３５
４、及び３５５は、携帯電話用の従来の信号強度指示器と同様に配置されている。この配
置は、本明細書で「センサバー」又は「センサ強度バー」と称される。携帯電話内に信号
指示の強度を提供するのと類似して、より多数のセグメント３５１、３５２、３５３、３
５４、及び３５５を点灯されることにより、決定されたセンサ配置の質に関する同様の指
示が提供される。センサバーを使用することにより、多数のユーザが位置と関連付けるよ
う訓練されている様式で、配置に関する情報が有利に提供される。携帯電話のスクリーン
上の信号強度に関する、バーにより指示される、携帯電話受信状態を改善するために歩く
か又は向きを変えることに慣れているユーザは、センサバーにより示されるように、セン
サを身体のあちこちに移動させて、配置の質を改善する必要があることを容易に理解する
ことができる。
【００３３】
　一般に、様々な実施形態において、指示器２４０は、別々に起動可能な複数の視覚的指
示器、例えばセグメント３５１、３５２、３５３、３５４、及び３５５を含む。プロセッ
サ２８６は、上述したように、記憶デバイス２８４からのモデルを使用して質を決定する
。次いで、プロセッサ２８６は、選択された数の視覚的指示器（例えばセグメント３５１
、３５２、３５３、３５４、及び３５５）を起動して、ヒトが知覚可能な指示を提供し、
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この選択された数は、決定された質と相関する。セグメント３５１、３５２、３５３、３
５４、及び３５５は、漸進的に増大する長さを有する以外の構成で配置されてもよい。例
えば、セグメント３５１、３５２、３５３、３５４、及び３５５のそれぞれは、同一の寸
法を有してもよい。プロセッサ２８６は、セグメント３５１、３５２、３５３、３５４、
及び３５５を連続的に又は任意の特定の順序で点灯させる必要はないが、これらの選択肢
の両方は本明細書にて企図される。別の例では、指示器２４０は、決定された質の数字又
はテキスト表現を表示するように構成された７セグメント又は他の視覚的ディスプレーを
含む。
【００３４】
　一例では、プロセッサ２８６は、信号が生理学的パラメータの不在又は検出失敗に対応
する場合、視覚的指示器のいずれも、例えばセグメント３５１、３５２、３５３、３５４
、及び３５５のいずれも起動しないように構成されている。例えば、おそらくセンサ２０
０が身体１００上に配設されていないために、感知素子２３５が生理学的特性を検出でき
ない場合、プロセッサ２８６は視覚的指示器のいずれも起動しなくてもよい。この例では
、プロセッサ２８６は、信号が検出されたが生理学的モデルと一致しない場合、選択され
た第１の正の数の視覚的指示器を起動するように更に構成されている。例えば、透過型光
センサが反射型構成で使用された場合、感知素子２３５は、光を検出し、信号を提供し得
るが、その信号は、生理学的モデルにより示されるものとは非常に異なる特性（例えば、
振幅及び伝搬遅延）を有するであろう。プロセッサ２８６は、信号が検出され、生理学的
モデルと一致する場合、選択された第２の正の数の視覚的指示器を起動するように更に構
成されてもよい。この例によれば、選択された第２の正の数は、選択された第１の正の数
よりも大きい。
【００３５】
　例示的な実施形態によれば、特にセグメント３５１、３５２、及び３５３を使用して、
プロセッサ２８６は、以下の組み合わせのいずれかを行うように構成されてもよい。（ａ
）信号が検出されない場合、セグメント３５１、３５２、３５３のいずれも点灯させない
、（ｂ）信号が断続的に検出されたが、信号は連続的に存在しない場合、又は、信号が生
理学的モデルに対応しない場合、セグメント３５１を点灯させる、（ｃ）信号が検出され
、定期的に存在し（おそらくは時折のノイズ又は信号欠落を除いて）、また信号が存在す
る場合に、該信号が生理学的モデルに適合する場合、セグメント３５１、３５２を点灯さ
せる、あるいは（ｄ）信号が常に存在し、生理学的モデルに適合する場合、セグメント３
５１、３５２、３５３を点灯させる。様々な例では、信号は、信号のデータ点の９５％が
、±３０％又は±２０％で、生理学的モデル上の対応点中に存在する場合、生理学的モデ
ルと一致する。他の信号伝達又は指示の変形が本明細書に企図される。
【００３６】
　上述したように、運動データも使用することができる。例えば、プロセッサ２８６は、
記録された運動データが、例えば記憶デバイス２８４内に記憶されている運動モデルのデ
ータに対応しない場合、セグメント３５１、３５２、３５３、３５４、３５５のいずれも
点灯させないように構成されてもよい。
【００３７】
　図４は、ユーザの身体の生理学的パラメータを測定するための例示的な方法を示すフロ
ーチャートである。本方法は、プロセッサを使用して、本明細書に記載した工程を自動的
に実施することを含み得る。例示的な実施形態の目的のために、フローチャート４００の
処理は工程４０５から開始する。説明を明瞭にするため、例示的な方法の工程を実行し得
るか、又はそれに関与し得る、図１～３に示す様々な構成要素について、本明細書では言
及する。しかしながら、他の構成要素を使用することができ、即ち、この例示的な方法は
、特定された構成要素によって実行されることに限定されないことに留意するべきである
。
【００３８】
　工程４０５は校正工程であり、図２Ａのセンサ２００を使用して図１の身体１００の生
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理学的パラメータが複数回測定されて、それぞれの測定値を提供する。校正測定は、セン
サ２００を用いて、身体１００上の単一の位置内で、又は互いに異なる位置内で、又は基
準位置で、規則的な又は規則的ではない間隔で、任意の期間又は時間量に亘って行われて
もよい。様々な実施形態において、工程４０５は、例えば身体１００の全体像をタッチス
クリーン上に提示し、センサの位置を示すようにスクリーンに触れることをユーザに求め
ることによって、センサの位置に関する情報をユーザに求めることを含む。この位置は、
それぞれの測定値と関連付けて記憶され得る。プロセッサ２８６は、例えば図５の工程５
５０又は５６０にてユーザから収集したデータを使用して、全体像をカスタマイズしても
よい。
【００３９】
　工程４１０では、図２Ｃのプロセッサ２８６を使用して、それぞれの測定値を使用して
測定許容基準を自動的に計算する。測定許容基準は、集計として取得される、ノイズ、振
幅、値、エンベロープ、周波数、スペクトル、又は測定値の他の特性に関する限界を含み
得る。一例では、測定許容基準は、測定値のエンベロープとして計算される。別の例では
、測定値は、時間で整列され、例えば各測定値は、ダイクロティックノッチから開始する
血圧信号の時系列である。この例では、測定許容基準は、時系列の各サンプルにおける平
均±１σ又は±２σである。別の例では、測定許容基準は、動脈圧信号におけるダイクロ
ティックノッチの検出である。ノッチが検出されない場合、センサ２００は正しく位置付
けられていない。ダイクロティックノッチの検出により、プロセッサ２８６は３バーのセ
グメントディスプレー２５０上の２つ又は３つのバーを起動し得る。少なくとも１つの例
では、測定許容基準は、少なくとも一部は、工程４０５にてユーザから受信した位置に基
づいて決定される。例えば、ユーザが血中酸素センサが人差し指上に配置されたことを示
す場合、測定許容基準は、人差し指の先端の、記憶されている代表的データのバリエーシ
ョンを使用して決定され得る。様々な実施形態では、測定許容基準は、２次センサ、又は
一緒に働く多数のセンサ、例えば多数のＥＣＧ電極のいずれかに関して決定され得る。
【００４０】
　測定許容基準は、図２Ｃの記憶デバイス２８４内に記憶されている生理学的モデルの一
素子であってもよい。生理学的モデルは、校正工程４０５中に測定された、センサ２００
以外の他のセンサからのデータも含み得る。生理学的モデルは、様々なセンサからの読み
取り値の範囲の特定の組み合わせのみが、生理学的モデルに適合するように、多数のセン
サからのデータを含み得る。
【００４１】
　様々なセンサは、特定の条件下で身体を測定するように設計されている。したがって、
校正はこれらの条件下で行われ得る。詳細には、様々な実施形態において、校正工程４０
５は、ユーザが特定の行動を行う必要があるという指示を、ユーザインターフェース（例
えば、図６のユーザインターフェースデバイス６４０）を介して提示する工程４０７と、
ユーザがその行動を行う間、生理学的パラメータを測定する工程４０９とを含む。特定の
行動の例は、じっと立っていること、座っていること、ウォーキング、及びジョギングを
含む。例えば、センサは、腰又は手首に装着する運動センサであってもよく、活動はウォ
ーキングである。したがって、測定許容基準は、センサを携帯する身体部分の運動に対応
する。この対応により、ウォーキング中に歩行を測定し、じっと立っている間に収集され
たデータを無視することによって、測定ノイズを低減することが可能となる。別の例によ
れば、センサは心拍数モニターであり、活動はジョギングであり、測定許容基準は、その
タイプのエクササイズ中に測定された心拍数範囲に対応する。
【００４２】
　様々な態様において、工程４０７は、センサデータ又はユーザデータに基づいて、推薦
されるユーザ行動を選択することを含む。例えば、工程５５０（図５、下記に述べる）に
て受信された配置評価と、工程５６０（図５、下記に述べる）にて受信された医学的状態
の指示とを使用して、ユーザ行動を選択してもよい。ユーザに障害があるか否か、及びユ
ーザの規則的なエクササイズ水準などの情報を使用して、ユーザに過度の負担を負わせる
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ことなく、意味のあるデータを提供するであろう活動を選択することができる。以前の校
正工程４０５からのデータも使用することができる。
【００４３】
　工程４１５は試験工程であり、センサを使用して、身体の生理学的パラメータを測定し
て試験測定値を提供する。工程４１５は、例えば規則的な間隔で又は要求に応じて実行さ
れてもよい。
【００４４】
　決定工程４２０において、プロセッサ２８６は、試験測定値が計算工程４１０から得ら
れた測定許容基準に対応するか否かを自動的に決定する。様々な例では、測定許容基準が
エンベロープである場合、試験測定値は、試験測定値の点がエンベロープ内に存在し、又
は点の９５％若しくは９９％がエンベロープ内に存在する場合、基準に対応する。同様に
、試験測定値は、各点（又は、点の選択された割合）が適切な範囲内に含まれる場合、範
囲基準（例えば、平均±σ）基準に対応する。上記の血中酸素の例に続けて、ユーザがセ
ンサが人差し指上にあることを示すが、データが人差し指の読み取り値よりも中指の読み
取り値と一致する場合、測定値は、人差し指に関して決定された測定許容基準に対応しな
いであろう。
【００４５】
　工程４２５において、プロセッサ２８６は、センサの指示器２４０を自動的に動作させ
て、決定工程の結果の、ヒトが知覚可能な指示を提供する。試験測定値が測定許容基準に
適合しない場合、センサ２００は身体１００上の正しい位置に存在しない可能性がある。
したがって、プロセッサ２８６は、図２Ｃの赤色ＬＥＤ　２４２を点灯させるか、あるい
はセンサ位置を確認する必要があることをユーザ又は医療供給者若しくはＨＣＰに別様に
指示し得る。様々な態様では、測定された信号が高い質を有する（例えば、ノイズレベル
が低く、過渡現象が殆ど存在しない）が、データが測定許容基準の範囲外である場合、ユ
ーザが医学的アドバイスを求める価値があると考慮し得る指示が提示され得る。例えば、
ユーザの体温が滑らかに上昇傾向を開始し、測定許容基準（例えば１０５°Ｆ）の上限を
超えると共に、尚も、滑らかかつ一貫して移動する場合、ユーザは、ユーザが重篤な発熱
を有するか否か決定することを望み得る。
【００４６】
　様々な態様では、プロセッサ２８６は、例えば工程４２５において、決定の結果と、セ
ンサの位置の指示とを記憶する。この記憶されたデータは、続くセンサ部位の決定におい
て、下記に述べる図５の工程５４０にて使用されてもよい。結果及び試験測定値データは
、例えば各測定値に関して、又は、測定許容基準に適合しないと決定された試験測定値の
みに関して記憶されてもよい。
【００４７】
　図３を参照して上述したような様々な例では、指示器２４０は、別々に起動可能な数個
の視覚的指示器を含む。この例において、工程４２５は、工程４２７を含み得る。工程４
２７において、プロセッサ２８６は、選択された数ｎの視覚的指示器（例えば、図３のセ
グメント３５１、３５２、３５３、３５４、及び３５５のいくつか又は全部）を起動して
、ヒトが知覚可能な指示を提供する。選択された数ｎは、例えば上述したものなどのセン
サバー構成において、決定工程の結果と相関し得る。一例では、ｎは、測定許容基準（例
えば、エンベロープ）を満たす、試験測定値におけるデータ点の割合ｐ、０％≦ｐ≦１０
０％と相関、例えば比例する。比例性は、例えば線形（例えば、４バー、ここでｎは、ｐ
≧ｎ×４であるようなもの）又は対数（例えば、４バー、ここでｐ≧９９％の場合、ｎ＝
４、ｐ≧９６％の場合、ｎ＝３、ｐ≧９０％の場合、ｎ＝２、ｐ≧６８％の場合、ｎ＝１
、及びｐ＜６８％の場合、ｎ＝０）であってもよい。
【００４８】
　工程４１５、４２０及び４２５は、所望により、規則的な若しくは不規則な間隔で、又
は要求に応じて反復されて、測定値を取得してもよい。例えば、血圧センサ２００は、５
分毎又は１０分毎に自動的に起動されて、測定値を収集してもよい。試験測定値が測定許
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容基準に適合しない場合、医療提供者に通知され得る。代替的に、又はこれに加えて、ユ
ーザに通知され、試験測定値が不適合であるとして警告されてもよい。不適合の試験測定
値データは、例えば、記録された試験測定値から歴史的平均を計算する際、無視されても
よい。
【００４９】
　試験測定値が測定許容基準に対応する場合、工程４２３が工程４２０に続いてもよい。
工程４２３では、上述したように、生理学的モデルの測定許容基準又は他の局面が試験測
定値を使用して更新される。様々な実施形態によれば、工程４２３はまた、１日１回、測
定のセッション当たり１回、又は他の間隔で、断続的に実行され得る。測定のセッション
は、所定の位置において所定のセンサを用いて多数の測定値が取得される期間、例えば走
者が特定のレースで競争に費やす時間であってもよい。多数の試験測定からのデータは、
蓄積されてもよく、工程４２３は、１回行われて、蓄積された測定値を使用して生理学的
モデルを更新してもよい。計算工程４１０を参照して上述した処理を行って、生理学的モ
デルを更新してもよい。
【００５０】
　一例では、測定許容基準は、試験測定値が校正測定値の平均から３０％以内にあるよう
なものである。工程４２３は、各センサセッションの終了時に行われて、生理学的モデル
における、及び測定許容基準における該平均に関する情報を更新する。このようにして、
次のセンサセッション中、前のセッションのデータからの３０％を超えるいかなる偏差も
、例えばセンサバーの数の低下により示されるであろう。
【００５１】
　工程４０７及び４０９に関連して上述した例に続けて、試験測定値が測定許容基準に適
合しない場合、プロセッサ２８６は、ユーザが、そのために校正工程４０５が実行された
活動とは異なる活動を行っていること、又はセンサの環境が変化したことを決定し得る。
したがって、工程４２０の後に工程４２２が続く。
【００５２】
　工程４２２では、プロセッサ２８６は、センサ２００を、選択された期間、停止する。
「停止」という用語は、例えばセンサ２００の電源を切り、又はセンサ２００の１つ若し
くは２つ以上の構成要素（複数可）を「スリープ」、「パッシブ」、若しくは「サスペン
ド」状態に置くことを指し得る。一例では、安静時のユーザの心拍数を測定するよう校正
されたセンサ２００は、ユーザがエクササイズを行っている間、停止して電池残量を節約
してもよく、次いでエクササイズが終わった後に再起動する。別の例では、ユーザがジョ
ギングし、発汗するにつれて、センサ２００は身体１００から離れ、又は身体１００との
電気的接触を失い始める。ジョギング中の心拍数に関して校正されたセンサ２００は、も
はや正確な読み取り値を取得できない場合、スリープとなり得るか、又は別様に一時的に
停止され得る。更なる別の例では、フォトプラスモグラフィー（photoplasmography）セ
ンサは、ユーザがジョギング中に機械的応力の結果として皮膚接触が損なわれた際、ノイ
ズの多い結果を提供する。センサは、改善された皮膚接触が存在するまで、停止され得る
。更なる別の例では、スリープの開始は、センサバーにより告げられ得る（図３）。接触
が悪化するにつれて、バーが低下し得る。センサは、バーが低下してゼロバーが点灯され
た際、停止（スリープ）し得る。
【００５３】
　プロセッサ２８６は、スリープ状態から周期的に覚醒し、工程４１５及び４２０を反復
して、センサ２００を通常の動作に戻すか否かを決定し得る。代替的に、図２Ｂの感知素
子２３５は、状態が測定許容基準を満たすか、又は満たしそうな場合、プロセッサ２８６
に割り込み信号を提供して、プロセッサ２８６を覚醒させるように構成されてもよい。工
程４２２及び工程４０７、４０９はまた、互いに独立して用いられてもよい。
【００５４】
　図５は、ユーザの身体の生理学的パラメータを測定するための更なる例示的な方法を示
すフローチャートである。この方法は、下記に述べるように、図４に示した方法と組み合
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わせて使用されてもよい。本方法は、プロセッサを使用して、本明細書に記載した工程を
自動的に実行することを含み得る。例示的な実施形態の目的のために、フローチャート５
００の処理は工程５０５から開始する。説明を明瞭にするため、例示的な方法の工程を実
行し得るか、又はそれに関与し得る、図１～３に示した様々な構成要素と、図４に示した
工程とを本明細書で参照する。しかしながら、他の構成要素又は工程を使用してもよく、
即ち、この例示的な方法は、特定されている構成要素又は工程によって実行されることに
限定されないことに留意するべきである。
【００５５】
　工程５０５において、ユーザインターフェース、例えば図６のタッチスクリーン６３０
を介して身体上のセンサ部位の指示が提示される。例えば、センサ部位（例えば、位置１
０１）が視覚的に強調されている、図１と同様の像が示されてもよい。
【００５６】
　工程５１０において、指示されたセンサ部位に対応する生理学的モデルが記憶デバイス
２８４から検索される。例えば図４の工程４１０を参照して上述した様々なタイプのモデ
ル及び測定許容基準が生理学的モデルの一部として使用され得る。例えば、光学パルスオ
キシメーターに関する生理学的モデルは、使用するべき光の波長と、典型的な動脈血酸素
含量（例えば、１６～２２ｍｌ　Ｏ２／ｄＬ）を有する血液による、波長の吸収の範囲と
を示し得る。典型的な酸素含量に対応するモデリングされた範囲から外れた吸収を検出す
る測定は、センサが不正確に配置されていることを示す。
【００５７】
　工程５１５において、図２のセンサ２００を使用して、身体１００の生理学的パラメー
タを測定する。これは、図２Ｂの感知素子２３５を参照して上述したように行われてもよ
い。
【００５８】
　工程５２０において、測定された生理学的パラメータは、検索された生理学的モデルと
自動的に比較される。これは、プロセッサ２８６により行われてもよい。
【００５９】
　工程５２５は、場合による第２の動作工程である。工程５２５において、プロセッサ２
８６は、指示器２４０を自動的に動作させて、比較工程の結果の、ヒトが知覚可能な指示
を提供してもよい（例えば、両方とも図２Ｃの赤色ＬＥＤ　２４２又は緑色ＬＥＤ　２４
３を点灯させることによって）。
【００６０】
　決定工程５３０において、測定された生理学的パラメータが、検索された生理学的モデ
ルに対応するか否かを決定する。対応する場合、センサ２００を使用して測定値が収集さ
れてもよい。フローチャート４００に示した工程が、示されたように実行され得る（「セ
ンサを動作させる」）。対応しない場合、次の工程は工程５４０であってもよい。
【００６１】
　工程５４０は推薦工程であり、例えばプロセッサ２８６を使用して、身体上の第２のセ
ンサ部位を自動的に決定する。この推薦をどのように行うかの例を、下記に述べる。次の
工程は、工程５０５である。このようにして、指示の提示工程５０５、検索工程５１０、
測定工程５１５、比較工程５２０、第２の動作工程５２５、決定工程５３０、及び（必要
であれば）推薦工程５４０が、第２のセンサ部位で１回又は２回以上反復されるか、又は
、続いて代替的なセンサ部位が推薦され得る。このことは、ユーザがセンサを身体１００
上の異なる位置に移動させ、位置のそれぞれが、センサ２００を使用して測定値を取得す
るのに適切な部位であるか否かのフィードバックを受信することを有利に可能にする。運
動はユーザ指向であってもよく、その状況では、ユーザはセンサをユーザの裁量で位置付
け、プロセッサ２８６は、ユーザ選択による部位が測定に使用できるか否かを決定する。
運動はまたシステム指向であってもよく、プロセッサ２８６は、このループを反復するこ
とにより一連の推薦センサ部位を提示してもよく、各部位における１つ又は２つ以上の測
定値（複数可）を収集してもよい。いずれの状況でも、プロセッサ２８６は、複数の位置
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のそれぞれに関する測定許容基準又は生理学的モデルを記憶してもよく、最小の誤差帯域
又は最も一致したデータを有する複数の位置のうちの１つを推薦してもよい。
【００６２】
　図４の工程４２５を参照して上述したように、以前の測定値、及び関連するデータも使
用し得る。例えば、センサのローテーションは、最近、例えば１週間又は１か月間以内に
使用した位置を考慮に入れてもよい。図４の工程４０５を参照して上述したように、例え
ばセンサのローテーションのために、又は、別様に等価な位置（腰の左側と腰の右側など
）を区別するために、センサの位置に関するユーザ情報も使用し得る。
【００６３】
　様々な態様では、推薦を提供する際、ユーザ又はＨＣＰからの情報は、生理学的モデル
と共に使用される。これらの態様において、工程５４０は、工程５４２、５４４の一方又
は両方を含み得る。工程５４２は、工程５５０、５５５に先行し、工程５４４は、工程５
６０、５６５に先行する。
【００６４】
　一例では、ユーザは、身体のそれぞれの領域内のセンサ配置に関する評価を提供する。
評価は、任意の尺度、例えば（－１＝悪、０＝中、１＝良）、又は１つの星印が最悪の配
置を表し、５つの星印が最良の配置を表す、１～５つの星印に基づいて行われてもよい。
各評価は、センサ（特定のタイプ又は任意のタイプのいずれか）を身体の対応する領域内
に配置する場合のユーザの好みを示す。一例では、ユーザは手首上に歩行センサを着用す
ることを望まない場合がある。そのユーザの場合、（歩行センサ、手首）の組み合わせは
、低い評価（例えば★）を有する。（歩行センサ、腰）の組み合わせは、高い評価（例え
ば★★★★★）を有し得る。様々な実施形態では、未評価の組み合わせは、初期設定評価
が割り当てられる。初期設定評価が★★★の場合、（歩行センサ、腰）は、★評価を有す
る（歩行センサ、手首）の上位にランク付けされるであろう。プロセッサ２８６は、質問
票を介して、又は他の方法で、評価を懇請し得る。評価は、身体の特定の領域に特定のセ
ンサが取り付けられた際、ユーザが体験する快適さ又は不快感のレベルを表し得る。
【００６５】
　様々な実施形態では、工程５５０において、身体のそれぞれの領域（複数可）内のセン
サ配置（複数可）の対応する評価（複数可）の１つ又は２つ以上のユーザ指示（複数可）
が、ユーザインターフェース（例えば、図６のタッチスクリーン６３０）を介して受信さ
れる。工程５５５において、受信されたユーザ指示（複数可）は、記憶デバイス２８４内
に記憶される。
【００６６】
　工程５４２において、記憶されたユーザ指示（複数可）（評価（複数可））を使用して
、第２のセンサ部位が決定される。例えば、プロセッサ２８６は、評価によって、特定の
センサに関する可能な部位を選別し、それらを最高にランク付けされたものから最低のも
のの順で、第２のセンサ部位として提案してもよい。
【００６７】
　別の例では、ユーザ又はＨＣＰは、第２のセンサ部位の決定に有用な医療情報を提供す
る。例えば、左脚を切断されている人の場合、どのセンサを使用する場合でも、又は他の
任意の部位がどれだけ低く評価されていても、左脚上の部位は、第２のセンサ部位として
決定されてはならない。これは、本明細書では左脚上の任意のセンサに関して評価「Ｎ」
と称し、「Ｎ」は、任意の可能な評価から区別される任意のフラグ値を表す。更に、いく
つかのセンサは、センサ部位の間を周期的に移動させる必要があり、これは、「ローテー
ション」と称される。例えば、持続血糖モニター（ＣＧＭ）センサは、皮膚を穿刺する針
を含み、皮膚を治癒させるために周期的に循環される。医療情報は、特定のセンサに関し
てローテーションが必要であることを指示し得る。
【００６８】
　様々な実施形態では、また工程５６０によれば、ユーザの医学的状態の指示は、ユーザ
インターフェースを介して受信される。工程５６５において、この指示は、記憶デバイス



(17) JP 6571664 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

２８４内に記憶される。この指示は、ユーザインターフェースを介して提示される質問票
に回答することにより提供され得る。この指示はまた、間接的に提供されてもよい。医学
的状態の指示の例には、身長、体重、及び任意の疾病又は長期に亘る状態の名称が挙げら
れる。一例では、プロセッサ２８６は、ユーザインターフェースを介してユーザの身体１
００の像を受信する。プロセッサ２８６は、その像を分析して、いずれかの肢が欠損して
いるか否かを決定し、そのような任意の決定の結果を記憶する。いくつかのタイプの光セ
ンサは、特定の皮膚の色に対して校正され、プロセッサ２８６はまた、像を分析してユー
ザの皮膚の色を決定して、そのようなセンサを用いてより正確な結果を提供することがで
きる。
【００６９】
　工程５４４において、記憶された指示を使用して、第２のセンサ部位が決定される。評
価Ｎを有するいずれの（センサ、部位）対も、第２のセンサ部位としての考慮を省かれる
。工程５４４と５４２とを組み合わせてもよく、評価Ｎの対を除去した後、適切なセンサ
タイプに関する残りの対が、評価によって選別され得る。
【００７０】
　図６は、本明細書に記載されるセンサ（例えば、バイオセンサ）を使用してユーザの生
理学的パラメータを測定するために、センサの最適配置を決定する例示的なシステムのブ
ロック図である。センサ２００は、生理学的パラメータを測定するように構成された図１
の感知素子２３５を有する。センサ２００はまた、測定値を通信するように構成された第
１のトランシーバー６６１を有する。図２ＢのＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）無線機２
６０は、第１のトランシーバー６６１の一例である。
【００７１】
　ユーザインターフェースデバイス６４０は、第１のトランシーバー６６１から測定値を
受信するように構成された第２のトランシーバー６６２を含む。トランシーバー６６１、
６６２の間の通信は一方向、半二重双方向、又は全二重双方向であり得る。ユーザインタ
ーフェースデバイス６４０は、例えば、ソフトウェア（例えば、スマートフォンアプリ）
を実行してセンサ２００からデータを受信し、場合によりセンサ２００の動作を制御する
スマートフォン、タブレットコンピュータ、又はパーソナルコンピュータであってもよい
。ユーザインターフェースデバイス６４０は、マウス、キーボード、（例えばネットワー
ク又はヌルモデムケーブルを介して接続された）別のコンピュータ、マイクロフォン、及
び音声プロセッサ、若しくは音声コマンドを受信するための他のデバイス（複数可）、カ
メラ及び画像プロセッサ、若しくは視覚コマンド、例えばジェスチャーを受信するための
他のデバイス（複数可）、又はデータがそこからプロセッサ２８６に入力される任意のデ
バイス若しくはデバイスの組み合わせを含み得る。
【００７２】
　プロセッサ２８６は、ユーザインターフェースデバイス６４０と関連付けられている。
プロセッサ２８６は、受信した測定値を使用して、受信した測定値に対応する時間におけ
る身体上のセンサ位置が、選択された許容基準を満たすか否かを自動的に決定するように
構成されている。これは、図４の工程４１５、４２０、及び図５の工程５１０、５１５、
５２０、５３０を参照して上述したように行われてもよい。プロセッサ２８６は、受信し
た測定値が、選択された許容基準を満たさない場合、ユーザインターフェースデバイス６
４０を介してセンサ位置フィードバックをユーザに提示するように更に構成されている。
例えば、ユーザインターフェースデバイス６４０は、センサ位置フィードバックを提示す
るように構成されたタッチスクリーン６３０を含んでもよい。タッチスクリーン６３０は
、図２Ｃを参照して上述したように、指示器２４０としての役割も果たし得る。
【００７３】
　一例では、ユーザインターフェースデバイス６４０（例えば、スマートフォン）は、セ
ンサ２００から分離されている。第１のトランシーバー６６１及び第２のトランシーバー
６６２は、例えばＷＩＦＩ（登録商標）、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）、ＺＩＧＢＥ
Ｅ（登録商標）、ＡＬＯＨＡ、若しくは他の無線通信プロトコル、あるいは赤外線（例え
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ばＩｒＤＡ）、又は他の光学若しくは近－光学波長プロトコルのための、それぞれの無線
周波通信トランシーバーを含んでもよい。第１のトランシーバー６６１及び第２のトラン
シーバー６６２は加えて、又は代替的に、例えばＥＴＨＥＲＮＥＴ（登録商標）、ＦＩＲ
ＥＷＩＲＥ（登録商標）、Ｉ２Ｃ、又はＳＰＩのための、それぞれの有線通信トランシー
バーを含んでもよい。別の例では、ユーザインターフェースデバイス６４０は、センサ２
００と一体化されている。ユーザインターフェースデバイス６４０は加えて、又は代替的
に、クラウド又は他のネットワークサービスを介してセンサ２００と通信してもよい。プ
ロセッサ２８６及び記憶デバイス２８４は、ユーザインターフェースデバイス６４０内に
組み込まれ、又はユーザインターフェースデバイス６４０とは別々に配置されてもよい。
【００７４】
　様々な態様では、プロセッサ２８６は、第１のトランシーバー６６１及び第２のトラン
シーバー６６２を介して、センサ２００から複数の測定値を受信するように構成されてい
る。プロセッサ２８６は、測定値の受信と同時に、ユーザインターフェースデバイス６４
０を介して、複数の測定値のそれぞれに関するそれぞれのセンサ位置フィードバックを提
示するように構成されている。このようにして、ユーザはセンサを身体１００上の異なる
位置に移動させ、センサ２００を身体１００に接着する前にフィードバックを受信するこ
とができる。フィードバックは、ユーザインターフェースデバイス６４０を介して提供さ
れる代わりに、又はそれに加えて、センサ２００上の指示器２４０を介して提供されても
よい。センサ２００上のフィードバックにより、センサ２００は、（ユーザの視点から）
金属探知機又はスタッドファインダー（stud finder）と同様の方法で作動することがで
きる。ユーザは、例えば全て図２のセグメントディスプレー２５０上のセンサバー、又は
緑色ＬＥＤ　２４３、又はスピーカ２４１からの音が、センサ２００が正しく位置付けら
れていることを示すまで、センサ２００を身体１００全域に移動させてもよい。次いで、
例えば、図２Ｂの接着剤層２７０から非付着性裏打ち（non-stick backer）（図示せず）
を剥がし、センサ２００と、露出された接着剤層２７０とを身体１００に対してプレスす
ることによって、センサ２００を身体１００のその位置に接着してもよい。様々な例では
、非付着性裏打ちは、切り抜き、凹部、又は他の機構を有して、非付着性裏打ちを剥がす
前でも、センサ接点２３０が身体１００上の皮膚に接触することを可能にする。これらの
機構は、センサが、測定値を取得しながら、妨げなしに身体全域を効果的に通過すること
を可能にし、更に、一旦センサが身体１００に適用されたら測定値を取得することを可能
にする。
【００７５】
　別の例では、プロセッサ２８６は、測定値を記憶し、測定よりも後の時間に、例えばユ
ーザの要求時に、フィードバックを提示するように構成されている。プロセッサ２８６は
また、リアルタイムフィードバックを、それを提示しながら、又は提示直後に記憶しても
よい。
【００７６】
　様々な実施形態では、身体上の中心位置に配置された、ＥＣＧ測定装置の接続性の試験
に使用される電極などの電極は、選択された波形を有する信号を送信する。センサ２００
は、信号が身体を通して移動した後、該信号を検出する。プロセッサ２８６０は、受信し
た信号を使用して、身体の導電率を決定する。様々な例では、プロセッサ２８６は、電極
からの距離、又は電極に関連したセンサ２００の位置を決定する。次いで、プロセッサ２
８６は、例えばユーザインターフェースデバイス６４０又は指示器２４０を介して、決定
された位置の指示を提示する。プロセッサ２８６は、決定された位置が正しいことを確認
するようユーザに促す。プロセッサ２８６は、ユーザの回答を受信及び記憶する。決定さ
れた位置が正しくない場合、プロセッサ２８６はまた、ユーザからの正しい位置の指示を
促し、受信し、記憶し得る。決定された位置又は正しい位置を波形の測定値と共に使用し
て、身体上に新たに配置されたセンサの位置を決定し得る。
【００７７】
　一例では、中央の（centralized）電極は、電気信号をセンサに送信する。中央の電極
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とセンサとの間のインピーダンスが測定される。測定されたインピーダンスを使用して、
電極とセンサとの間の概算距離を計算する。インピーダンスはまた、例えば体脂肪率を概
算するのに使用される生体電気インピーダンスアナライザー（ＢＩＡ）と同様の方法で、
患者の身長及び体重を使用して測定されてもよい。ＢＩＡは、典型的には、２つの電極に
より身体に電流を通し、身体のインピーダンスによりそれらの電極間に発生した電圧を測
定する。測定されたインピーダンスは、患者の身長、体重、性別、及び他の因子と相関し
、特定の測定インピーダンスに対応する、センサと電極との間隔を決定することができる
。
【００７８】
　剥がされる裏打ちを有する様々な実施形態では、センサを持ち上げ、該センサを同一の
位置に再配置する必要がある。これを容易にするために、センサ２００の様々な実施形態
は、半永久的（例えば、墨）材料を使用したマーキング器具（図示せず）を含む。センサ
２００上又はセンサ２００内のボタン又は他の制御装置（図示せず）により、マーキング
器具がセンサ２００から突き出して、身体上に印、例えば無毒のインクしみを残す。この
印は、裏打ちを剥がした後、センサを正しい位置に再配置するための位置合わせ機構とし
ての役割を果たす。
【００７９】
　様々な実施形態は、身体上のセンサ部位の推薦方法を含み、該方法は、センサを配置す
るための身体上の位置の指示を提示することと、指示された位置に実質的に配置されたセ
ンサを使用して、身体の生理学的パラメータを測定することと、プロセッサを使用して、
測定された生理学的パラメータに基づいて、指示された位置が推薦されたセンサ部位であ
るか否かを自動的に決定し、センサの指示器を使用して、その決定の結果の指示を提示す
ることと、指示された位置が推薦されたセンサ部位ではない場合、身体上の第２の位置を
自動的に決定し、該第２の位置の指示を提示することと、を含む。
【００８０】
　様々な実施形態は、多数の入力（例えば、生理学的データ、モデリングされたデータ、
及びユーザデータ）を有利に使用して、センサ２００をどこに配置するかを決定する。（
例えば、センサ２００、ユーザインターフェースデバイス６４０、コンピュータ、又はス
マートフォン上の視覚的、可聴、又は触覚的）フィードバック機構は、位置付けに関する
状態情報を、容易に理解できる形態で通信する。これらの多数の入力が一貫していない場
合（例えば、加速度計データが脚に対応するが、ユーザデータはセンサ２００がアームバ
ンドに取り付けられていることを示す）、様々な実施形態は、更新された情報をユーザに
問い合わせ、システムが理解したセンサ位置の指示を提示し得る。様々な実施形態は、セ
ンサが除去され、再配置された場合であっても、センサが長時間に亘って一貫して位置付
けられることを有利に可能にする。
【００８１】
　様々な実施形態は、例えば図４を参照して上述した測定許容基準を使用して、センサの
性能を監視する。これは、センサ位置決定の一部として行われてもよく、又はこれら２つ
は独立して行われてもよい。
【００８２】
　尚も図６を参照すると、プロセッサ２８６は、本明細書に記載される様々な実施形態の
処理を実装する１つ又は２つ以上のデータプロセッサ（複数可）を含む。「データプロセ
ッサ」は、データを処理するためのデバイスであり、中央処理装置（ＣＰＵ）、デスクト
ップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、メインフレームコンピュータ、パーソナ
ルデジタルアシスタント、デジタルカメラ、携帯電話、スマートフォン、又は電気的、磁
気的、光学的、生物学的構成部品、若しくはその他を用いて実装されるかにかかわらず、
データを処理する、データを管理する、若しくはデータを取り扱うための任意の他のデバ
イスを含み得る。「通信可能に接続された」という語句は、データを通信し得るデバイス
間、データプロセッサ間、又はプログラム間における有線又は無線の任意のタイプの接続
を含む。記憶デバイス２８４及びユーザインターフェースデバイス６４０などのサブシス
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テムは、プロセッサ２８６とは別々に示されるが、プロセッサ２８６内に完全に又は部分
的に格納され得る。
【００８３】
　記憶デバイス２８４は、様々な実施形態に従う処理を実行するのに必要な情報を含む情
報を記憶するように構成された１つ又は２つ以上の有形の非一時的コンピュータ可読記憶
媒体（複数可）を含むか、又はこれらと通信可能に接続される。「デバイス」という用語
は、記憶デバイス２８４が、データを記憶するハードウェアを１個のみ含むことを示唆し
ない。本明細書で使用する「有形の非一時的コンピュータ可読記憶媒体」とは、実行する
ためにプロセッサ２８６に提供され得る命令を記憶するのに関与する、任意の非一時的デ
バイス又は製品を指す。かかる非一時的な媒体は、不揮発性でも揮発性でもよい。不揮発
性媒体の例としては、フロッピー（登録商標）ディスク、フレキシブルディスク、又は他
の携帯型コンピュータディスケット、ハードディスク、磁気テープ又は他の磁気媒体、コ
ンパクトディスク及びコンパクトディスク読み取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＤＶＤ
、ＢＬＵ－ＲＡＹ（登録商標）ディスク、ＨＤ－ＤＶＤディスク、他の光記憶媒体、フラ
ッシュメモリ、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、並びに消去可能なプログラマブル読み取
り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ又はＥＥＰＲＯＭ）が挙げられる。揮発性媒体の例としては、
レジスタ及びランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）などのダイナミックメモリが挙げられる
。
【００８４】
　本発明の実施形態は、コンピュータ可読プログラムコードが内部に具体化されている、
１つ又は２つ以上の有形の非一時的コンピュータ可読媒体（複数可）内で具体化されたコ
ンピュータプログラム製品の形態をとることができる。かかる媒体（複数可）は、そのよ
うな物品向けに従来のように、例えば、ＣＤ－ＲＯＭをプレスすることによって製造する
ことができる。媒体（複数可）内に具体化されたプログラムは、ロードされたときに、プ
ロセッサ２８６に特定の一連の動作工程を実行し、それにより、本明細書に指定された機
能又は動作、例えばセンサデータを測定し、センサ部位を決定することを実施するように
命令し得る、コンピュータプログラム命令を含む。
【００８５】
　一例において、記憶デバイス２８４は、メモリ６８４、例えば、ランダムアクセスメモ
リ、及びディスク６８５、例えば、ハードドライブ又は固体フラッシュドライブなどの有
形のコンピュータ可読記憶デバイスを含む。コンピュータプログラム命令は、ディスク６
８５、又は無線、有線、光ファイバー、若しくは他の接続から、メモリ６８４に読み込ま
れる。次いで、プロセッサ２８６は、メモリ６８４にロードされる１つ又は２つ以上の一
連のコンピュータプログラム命令を実行し、結果として本明細書に記載される処理工程及
び他の処理を実行する。このようにして、プロセッサ２８６は、本明細書に記載した技術
的効果を提供する、コンピュータに実装された処理、例えば患者の身体の生理学的特性の
測定を実行する。例えば、本明細書におけるフローチャート図又はブロック図のブロック
、及びこれらの組み合わせは、コンピュータプログラム命令によって実装され得る。メモ
リ６８４は、実行プログラムによって使用されるデータも記憶し得る。
【００８６】
　本明細書に記載した方法を実行するプログラムコードは、単一のプロセッサ２８６又は
通信可能に接続された複数のプロセッサ２８６上で全て実行することができる。例えば、
コードは、ユーザのコンピュータにおいて完全に又は部分的に、かつ遠隔コンピュータ、
例えば、サーバーにおいて完全に又は部分的に実行することができる。リモートコンピュ
ータは、ネットワーク６９０を通じてユーザのコンピュータに接続することができる。ユ
ーザのコンピュータ又は遠隔コンピュータは、従来のデスクトップ型パーソナルコンピュ
ータ（ＰＣ）などの据え置き型コンピュータであり得るか、又はタブレット、携帯電話、
スマートフォン、若しくはラップトップなどの携帯用コンピュータであり得る。
【００８７】
　ユーザインターフェースデバイス６４０はまた、表示デバイス、タッチスクリーン、プ
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デバイス若しくはデバイスの組み合わせを含むこともできる。この点に関し、ユーザイン
ターフェースデバイス６４０がプロセッサアクセス可能メモリを含む場合、たとえユーザ
インターフェースデバイス６４０及び記憶デバイス２８４が図６で別々に示されていても
、かかるメモリは記憶デバイス２８４の一部であり得る。例えば、ユーザインターフェー
スデバイス６４０は、１つ又は２つ以上のタッチスクリーン（複数可）、スピーカ（複数
可）、ブザー（複数可）、振動器（複数可）、ボタン（複数可）、スイッチ（複数可）、
ジャック（複数可）、プラグ（複数可）、又はネットワーク接続（複数可）を含み得る。
【００８８】
　様々な実施形態において、プロセッサ２８６は、例えば通信インターフェース又はトラ
ンシーバー（図示せず）を介して、ネットワーク６９０に通信可能に接続されている。プ
ロセッサ２８６は、ネットワーク６９０へメッセージを送信し、ネットワーク６９０から
プログラムコードを含むデータを受信することができる。例えば、ネットワーク６９０が
接続される有形の不揮発性コンピュータ可読記憶媒体に、アプリケーションプログラム（
例えば、ＪＡＶＡ（登録商標）アプレット）用の要求されたコードを記憶することができ
る。ネットワークサーバ（図示せず）は、媒体からコードを取り込み、ネットワーク３５
０を介してそれをプロセッサ３１５に送信する。受信されたコードは、それが受信された
ときにプロセッサ２８６によって実行され得るか、又は後に実行するために記憶デバイス
２８４に記憶され得る。
【００８９】
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【表１】

【００９０】
　特定の変形形態及び例示的な図に関して、本発明を説明してきたが、当業者であれば、
本発明が、記載されている変形形態又は図に限定されないことを認識するであろう。加え
て、上述の方法及び工程が特定の順序で起こる特定の事象を示している場合、当業者であ
れば、特定の工程の順序が変更されてもよく、かかる変更が本発明の変形形態に従うもの
であることを認識するであろう。更に、それらの工程のうちのある特定の工程は、可能で
あれば並行したプロセスで同時に行われても、上述のように順次行われてもよい。「実施
形態」（又は「態様」若しくは「例」）、又は「特定の実施形態」などの別々の言及は、
必ずしも同一の実施形態（単数又は複数）について言及するわけではない。しかしながら
、そのように示されない限り、又は当業者にとって容易に明らかでない限り、かかる実施
形態は相互に排他的ではない。「方法（単数）」又は「方法（複数）」などに言及すると
きの単数形又は複数形の使用は、限定的ではない。「又は」という語は、特に断らない限
り、本開示において非排他的な意味で使用されている。本開示の趣旨又は特許請求の範囲
に見出される本発明の均等物の範囲内にある本発明の変形形態が存在する範囲では、本特
許がこうした変形形態をも包含することが意図されるところである。
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